
広 報 か い づ か(5)　福祉・健康 令和7年5月

障
害
者
手
帳
の
住
所
変
更

　　

手
帳
の
住
所
と
現
住
所
が
違

う
場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
必

要
な
も
の
は
、
個
々
に
異
な
り

ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
合
せ
先　

障
害
福

祉
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７

０
１
２
、
FAX
０
７
２
・
４
３

３
・
１
０
８
２

社
会
資
源
見
学
会

　

障
害
の
あ
る
方
の
行
動
範
囲

を
広
げ
、
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
社
会
資
源
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
28
日(

土)

午
前
８

時
、
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

前
集
合
出
発

場
所　

大
阪
・
関
西
万
博
会
場

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
害

の
あ
る
方

定
員　

24
人(

定
員
に
な
り
次

第
締
切)

参
加
費　

３
７
０
０
円(

乗

車
・
入
場
料
含
む
。
昼
食
は
各

自
負
担)

申
込
期
間　

５
月
23
日(

金)

～

６
月
13
日(

金)

申
込
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を

差
し
上
げ
ま
す

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
を
お

持
ち
の
方

枚
数 

一
人
20
枚

申
込　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
持
参
し
、
市
内

郵
便
局(

蕎
原
簡
易
郵
便
局
除

く)

へ
。
代
理
人
に
よ
る
申
込

可締
切　

６
月
２
日(

月)

福 

祉

胃
が
ん
検
診
は

胃
カ
メ
ラ
も
選
べ
ま
す
！

　

胃
内
視
鏡(
胃
カ
メ
ラ)

は
２

年
に
１
回
の
検
診
で
す
。

対
象　

４
月
１
日
時
点
で
、
50

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
方

実
施
期
間　

５
月
～
令
和
８
年

２
月
末
日

一
部
負
担
金　

２
０
０
０
円

※

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
受
給
中
の
方
は
無
料(

要

事
前
申
請)

。

申
込　

表
の
指
定
医
療
機
関
へ

問
合
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
０
９
１

運
動
教
室
・
栄
養
教
室

受
講
者
募
集

◆
運
動
教
室

「
わ
い
わ
い
運
動
教
室
」

　

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日(

水)

午
後
１

時
30
分
～
３
時

場
所　

総
合
体
育
館
第
３
体
育

室　
　

内
容　

「
お
う
ち
で
ら
く
ら

く
！
毎
日
筋
活
」
髙
橋
智
子
様

(

健
康
運
動
指
導
士)

持
物　

室
内
用
く
つ
・
飲
物
・

タ
オ
ル
・
健
康
手
帳(

お
持
ち

の
方)

◆
栄
養
教
室
「
つ
げ
さ
ん
食

堂
」(

昼
食
付)

日
時　

６
月
13
日(

金)

午
前
11

時
～
午
後
１
時

健 

康

問
合
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
０
１
２
、

FAX
０
７
２
・
４
３
３
・
１
０
８

２
、
貝
塚
郵
便
局
☎
０
５
７

０
・
９
４
３
・
３
７
１

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　

「
市
民
後
見
人
」
は
認
知
症

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
方
の
権
利
を
擁
護
す
る

た
め
、
財
産
管
理
・
身
上
保
護

な
ど
を
行
い
ま
す
。
社
会
貢
献

へ
の
意
欲
や
熱
意
の
あ
る
方
は

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時　

６
月
７
日(

土)

午
前
９

時
50
分
～
正
午

場
所　

o
p
s
o
l
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー(

岸
和
田
市)

定
員　

90
人(

定
員
に
な
り
次

第
締
切) 　

◆
養
成
講
座

対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

②
令
和
８
年
３
月
31
日
の
年
齢

が
満
25
歳
以
上
70
歳
未
満

③
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

※
講
座
は
８
月
以
降
11
回
予
定
。

申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

※
申
込
書
は
市
高

齢
介
護
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
権
利

擁
護
推
進
室
☎
06
・
６
７
６

４
・
７
７
６
０
、
FAX

　

06
・
６
７

６
４
・
７
８
１
１

障
害
者
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
種
目
を
拡
充

　　

必
ず
事
前
に
申
請
し
、
給
付

の
決
定
を
受
け
て
か
ら
購
入
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

①
人
工
呼
吸
器
用
自
家

発
電
機
・
バ
ッ
テ
リ
ー
【
新

設
】

：

在
宅
で
常
時
人
工
呼
吸

器
を
使
用
し
て
い
る
、
原
則
と

し
て
呼
吸
器
機
能
障
害
３
級
以

上
の
方
②
視
覚
障
害
者
用
読
書

器
【
要
件
拡
充
】

：

学
齢
児
以

上
の
視
覚
障
害
の
方

申
込
・
問
合
せ
先　

障
害
福
祉

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

１
２

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

教
養
講
座
「
ホ
ッ
と
ワ
ー
ク
」

　

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
27
日(

火)

午
前
10

時
～
11
時

講
師　

鳥
羽
敦
子
様

内
容　

大
人
の
読
み
あ
い
、
ソ

ウ
ゾ
ウ(

詩
の
創
作)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中
央
公
民
館
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
２
２
２

熱中症予防イベント

　熱中症予防の知識
を楽しく身につけ、
本格的な夏の到来に
備えましょう！
日時　５月23日(金)
午後１時～４時

場所　市役所１階エントランス
ホール
出展者　健康かいづか応援企業[大
塚製薬(株)・明治安田生命・あん
ず薬局]、食生活改善推進協議会
内容　クイズ・抽選会・ゲーム・
食事バランス診断・ス
ムージー試飲・血管年
齢測定など
問合せ先　健康推進課
☎072－433－7091

ホームページ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
大

会
議
室　

内
容　

「
血
管
を
し
な
や
か
に

保
つ
秘
け
つ
～
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
編
～
」
管
理
栄
養
士
・
保
健

師参
加
費　

５
０
０
円(

昼
食
代)

持
物　

日
頃
使
っ
て
い
る
お
茶

碗
、
筆
記
用
具
、
健
康
手
帳

(

お
持
ち
の
方)

※

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方

は
事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※

子
ど
も
の
保
育(

生
後
６
カ

月
～
就
学
前)

を
希
望
の
場
合

は
、
要
事
前
申
込
。

定
員　

各
25
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話

番
号
を
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・

二
次
元
コ
ー
ド
で

締
切　

わ
い
わ
い
運
動
教
室

：

５
月
27
日(

火)

、
つ
げ
さ
ん
食

堂

：

６
月
５
日(

木)

申
込
・
問
合
せ
先　

健
康
推
進

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０

９
１
、
FAX
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
０
５

申込不要！

人間ドック・健康診断で
病気の早期発見、早期治療を

ほっほっスピタル・かいづか 

　現在日本は世界１位の長寿国ですが、平均寿命と健康寿命(健康
上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間)とは10
年程度の差が見られます。これからは、健康寿命増進が医療機関
の役割の一つと考えています。そのためには、「病気の予防・早
期発見」が必要となり、その要が予防医療です。当院では、市民
の皆様に、日々健康な生活を過ごしていただけるよう予防医療(人
間ドックや各種健康診断)を提供しています。
　人間ドックでは基本メニューだけではなく、主にがんに対する
オプションを豊富に用意して、消化管、肝臓、膵臓・胆道系、
肺、乳がん、婦人科がんおよび泌尿器がんに対するがん検診を追
加選択ができます。その他、膵臓ドックでは膵臓がんの初期発見
率が高いとされる膵精密超音波検査を、脳ドックでは脳卒中や認
知症などの脳に関係する疾患の診断やリスクの早期発見に努めて
います。また、ドックで異常が見つかった場合も、当院で２次検
査を受けていただくことが可能です。
　さらに、各市町が実施している対策型個別検診(公費適用)にも積
極的に協力しています。令和６年度から市でも始まった胃内視鏡
(胃カメラ)による胃がん検診も当院で受けることが可能です。
　健康寿命を延ばすためにも、がんに限らず病気の早期発見、早
期治療は重要です。ぜひ市民の皆様も積極的に健康診断を受けて
ください。

外科・消化器外科部長　

健診センター長　高山治

問合せ先　貝塚病院
☎072－422－5865

　結核って過去の病気だと思っていませんか。日本では結

核は昭和20年代までは死亡原因の第１位で、「亡国の病」

などと言われていました。その後、治療法や生活環境の改

善により、死亡率や死亡者は減少しています。しかし、最

近でも全国で毎年10,000人以上が結核を発病し、1,500人以

上が亡くなっています。

　市では「結核健診」や「肺がん検診」の胸部エックス線撮影を40歳以上

の市民の方を対象に無料で実施しています。令和５年度には合わせて約

5,721人が受診されました。結核の方はいませんでしたが、肺がんの方が４

人見つかっています。対象者は５万人以上で、約11％の方しか受診されて

いません。実は、感染症法により65歳以上の方は年１回の胸部エックス線

撮影を受けるのが義務づけられているのです。学校健診や企業健診でも胸

部エックス線撮影は必須です。

　今月から新年度の健診が始まりました。近くの医療機関あるいは集団健

診で受診してください。

胸部レントゲン検査のすすめ

貝塚市医師会 ☎072－423－4130

申込

医療機関名 電話番号 検査方法

市立貝塚病院

貝塚西出
クリニック

河崎病院

☎072－422－5865

☎072－479－7677

☎072－433－3722

経口・経鼻

経口・経鼻

経　口

申込


